
別紙様式３ 

学校運営協議会 会議実施報告書 

 

 このことについて、「岐阜県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則」第８条第１

項に基づき、次のとおり学校運営協議会を開催しましたので、その概要について報告します。 

 

 

１ 会 議 名  羽島北高等学校 学校運営協議会 （第２回） 

 

２ 開催日時  令和６年９月５日（木） ９：３０～１１：２０ 

開催にあたり、委員による北翔祭（文化祭）参観を実施した 

 

３ 開催場所  羽島北高等学校校長室 

 

４ 参 加 者  会  長  青木  秀益    柳津青少年育成市民会議 推進委員（欠席） 

                副 会 長  永田  美奈  羽島北高等学校ＰＴＡ ３年次委員長 

                委  員  熊谷   康  カラフルタウン岐阜 プレジデント  

              河野  公洋  岐阜聖徳学園大学経済情報学部 教授（欠席） 

              日比野きみ江  柳津佐波女性の会 

廣瀬 進一郎  北塚地区自治会 顧問 

三輪  浩子  社会福祉法人羽島郡福寿会 事務局長（欠席） 

学 校 側  蒲   尚胤  校長 

三浦  徹大  教頭 

      税所  淳子  事務長 

  鷲見  浩章  教務部長 

 

５ 会議の概要（協議事項） 

（１）北翔祭（文化祭）に対する生徒の取り組みの状況等について 

意見１: クラス企画として、お化け屋敷などのホラー要素を残しながら、謎解きや迷路のよう

な企画が多かった。特に２年生のクラスの理科の実験企画が面白かった。全クラスが

企画をよく考えており、予算 15,000円ということだが、この予算内でよくやってい

ると感じた。 

意見２：各ＨＲでの企画の見学した際、生徒に企画の説明を求めると、生徒はうまく説明がで 

きて感心した。 



別紙様式３ 

意見３：文化祭準備について夏季休業中もクラスの生徒が集まりにくいなか、よくやっている 

と思う。自分はＰＴＡでバザーを企画し取り組ませてもらった。保護者の４０名ほど 

が協力して取り組み有意義だったが、準備日程は余裕がなく厳しかった。台風もあり 

夏期休業明けから文化祭当日までの日程がタイトであった。 

   意見４：生徒が北翔祭（文化祭）に対して生き生きと活動している姿がたくさん見られた。 

     

（２）地域における羽島北高校生の姿等について 

意見１: 地域において書道部による書道パフォーマンスをよく開催してもらうが、回を重ね 

るごとに生徒のＭＣが上手になっているのは素晴らしい。 

意見２:カラフルタウンにおいては、最近、中高生向けの種別の店舗が入ったことで、羽島北 

高校の生徒を含め、中高生がよく利用してくれている。大人しい中高生が増えている 

印象を受けている。 

意見３：羽島北高校に関してはいじめや陰気な噂は聞かれない。親として安心して子どもを 

送り出すことができる。 

   意見４：羽島北高校については、地域のなかで悪い印象を受けたことがない。 

   意見５：６月に県外の高校に行く機会があった。その高校では全校生徒が、来校者の誰にで

も立ち止まって大きな声で挨拶ができ、高校生らしい爽やかさがあった。 

        ⇒挨拶の励行については本校も課題として取り組んでいく。 

 

（３）スクールミッションの策定について 

  学校:校長から「スクールミッションの策定」について説明、教頭から「本校のスクールミッ 

ション案」について説明 

意見: 案について、高校としての特徴は「地域社会とのつながり」と「主体的能力の向上」が

核になると読み取れる。「生徒が素直で真面目に」の文言は生徒の様子で、学校の特徴

を表す言葉を検討するとよい。例えば、案にある「多彩な教育活動」が学校の特徴であ

る。  

 

６ 会議のまとめ 

第２回学校運営協議会では、今年度の前半を終えての課題や今後の学校運営等について、委員

から活発に意見が得られ、本校の運営方針やその改善のための具体的な手立ての示唆を得た。す

ぐに改善できる点については、実行していく。スクールミッションの策定については、策定案の

理解が得られた。また、学校運営協議会委員の方々はもとより、学校の職員間でも情報を共有し、

未来志向の学校運営を積極的に行っていくことを確認した。 


